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原　昌平

インドの「万人が恩恵を受ける成長」に必要なもの

はら　しょうへい／JICA総務部　総務課長

海外経済協力基金（1996～99年　在インド）、国際協力銀行を経て2008年から国際協力機構（JICA）南アジア第1課課長（インド・
ブータン）課長。2010年10月から現職。

　

学
生
旅
行
で
始
ま
っ
た
私
の
イ
ン
ド
と
の
縁
は
、
核

実
験
を
挟
む
三
年
間
の
デ
リ
ー
駐
在
の
ほ
か
、
イ
ン
ド

向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
担
当
課
（
前
職
）
も
含
め
、
既
に
四
半
世

紀
を
超
え
た
。
そ
の
間
イ
ン
ド
は
、二
度
の
首
相
暗
殺
、

国
際
収
支
危
機
と
自
由
化
、
国
民
会
議
派
の
凋
落
と
イ

ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）
の
躍
進
、
核
実
験
、
パ
キ
ス

タ
ン
と
の
緊
迫
関
係
、
国
民
会
議
派
中
心
の
連
立
政
権

樹
立
等
を
経
な
が
ら
、
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
、
Ｇ

20
の
一
画
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
正
に
イ
ン
ド
が
大
き

く
変
貌
し
た
四
半
世
紀
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
総
選
挙
で
、経
済
成
長
の
実
績
を
誇
り
、

強
気
だ
っ
た
Ｂ
Ｊ
Ｐ
が
敗
北
、「
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
人
々
の
反
発
の
結
果
」
と
さ
れ
た
。
あ
と
を
襲
っ
た

国
民
会
議
派
中
心
の
連
立
政
権
は
、
第
一
一
次
五
カ
年

計
画
（
二
〇
〇
七
―
一
一
年
）
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
よ
り

速
く
且
つ
万
人
が
恩
恵
を
受
け
る
成
長
（Faster and 

Inclusive Grow
th

）」
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
農
村

雇
用
保
障
ス
キ
ー
ム
」、「
国
家
農
村
保
健
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

な
ど
農
村
部
を
対
象
と
す
る
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
の
現
政
権
再
選
の
大
き
な

要
因
と
し
て
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
挙
げ
る
見
方
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
雇
用
機
会
を
も
た
ら
し
生
活
環
境
を
改

善
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
成
長
著
し
い
セ
ク
タ
ー
・

地
域
と
の
広
が
り
つ
つ
あ
る
格
差
の
是
正
に
つ
な
が
る

の
か
（
単
な
る
弥
縫
策
・
バ
ラ
マ
キ
で
は
な
い
か
）」、

「
制
度
運
用
が
公
正
か
（
不
透
明
性
と
共
に
、社
会
か
ら

疎
外
さ
れ
て
い
る
層
に
均
霑
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
）」、
と
い
っ
た
論
点
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
以
前
、
あ
る
案
件
の
現
場
を
訪
ね
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
国
有
地
に
住
民
が
参
加
し
、
林
地
か
ら
得

ら
れ
る
非
木
材
生
産
物
（
牧
草
・
果
実
等
）
収
入
を
州

政
府
と
住
民
組
合
と
の
間
で
折
半
し
、
住
民
の
自
主
的

な
計
画
に
従
っ
て
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
充
て
る
、

所
謂
社
会
植
林
案
件
で
あ
っ
た
。同
行
し
た
森
林
官
は
、

住
民
中
心
の
運
営
を
説
明
し
、
住
民
も
自
主
的
な
活
動

を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。
し
か
し
、
別
れ
を
告
げ
よ
う

と
し
た
そ
の
時
、
住
民
が
森
林
官
に
「
旦
那
、
も
っ
と

仕
事
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
訴
え
る
の
が
聞
こ
え
た
。
私

に
は
こ
の
や
り
取
り
は
役
人
（
＝
「
公
な
る
も
の
」）
と

住
民
と
の
力
関
係
、
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
利
害
を

物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
現
行
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

日
常
的
な
行
政
の
現
場
で
も
同
様
の
力
学
が
働
き
続
け

て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
時
と
し
て
働
く
行
政
側
の
恣

意
・
不
正
腐
敗
ま
た
は
指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
等

の
疎
外
な
ど
を
通
じ
て
「
公
な
る
も
の
」
へ
の
諦
め
・

不
信
・
反
発
が
蓄
積
・
凝
縮
さ
れ
、
噴
出
し
て
い
る
の

が
近
年
激
化
し
て
い
る
反
政
府
活
動
で
は
な
い
か
。

　

激
動
の
イ
ン
ド
で
一
番
変
化
が
希
薄
な
の
は「
政
府
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
イ
ン
ド
向
け
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
担
当
し
、
い
く
つ
か
の
現
場
を
見
て
得
た
実
感

だ
。民
主
主
義
が
揺
る
が
な
い
点
に
は
安
心
感
が
あ
り
、

次
期
五
カ
年
計
画
策
定
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
広
く
意
見
を
集
め
る
動
き
な
ど
も
歓
迎
で
き
る

が
、「
普
通
の
人
々
（Aam

 Adm
i

）」
の
為
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
着
実
な
改
善
こ
そ
、
イ
ン
ド
が
更
に
発
展
す
る

た
め
に
死
活
的
に
重
要
なInclusive Grow

th

へ
の
鍵

と
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。


